
月　旬 主要作業

　　植付け準備１．植え付け準備
　・たい肥は完熟堆肥を使用（１ｔ／１０ａ） △：植え付け
　・土壌分析に基づき強酸性圃場で適正に改良資材を投入する。    ：トンネル
　・種いもは冷蔵種いもを１０ａ当たり14～15袋使用する。 ■：収穫
　・植え付け前までに浴光により育芽を行う。
　・種いも一片重が35ｇ程度になるように縦切りする。

植え付け ２．植え付け
培土 　・植え付け時期：１１月上旬～１２月下旬
マルチング 　・栽植密度：畦幅５５ｃｍ、株間２０ｃｍ、株数７０００株／１０ａ
芽出 し             　　　　　　　　　　　（トンネル３条植）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　

３．培土
　・排水を良くし、緑化いもの発生を防止する。　　　
４．マルチング

トンネル被覆　・出芽始め頃、土壌水分が適当なときに行う。
５．芽出し
　・出芽が始まったら、芽焼けを起こさないように１～２日毎にポリフィルムを破っ
　　て芽を出す。　　　　　　　　　　

６．トンネル被覆
　・マルチング後、霜害にあわないように早めに行う。
７．温度管理
　・生育温度は15～18℃であり、トンネル内の温度が8～25℃になるように保温・
　 換気する。霜害の危険のある圃場はトンネル内にベタ掛け資材（パスライト等）を利

温度管理  　用するが、徒長や病害などに注意する。
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ばれいしょ（トンネル栽培）
作型

△

栽   　培   　の　   要   　点　  

△

８．収穫・出荷
　・３月上旬～４月中旬
　・トンネルは収穫の２～３日前に除去しておく。
　・４月以降はトンネル内が高温となり、肥大が悪くなるので、トンネルを開放してお
　　く。
　・収穫はなるべく晴天の日に、皮むけや日焼けに注意し、傷をつけないように丁寧に
　　行う。
　　
　・日陰で良く風乾し、土を落として出荷する。

収穫・出荷 ９．後片付け
　・ポリフィルムやビニールの後始末は適正に行う。
　・野良いもや茎葉は病害虫の発生源となるので、できるだけ残さず圃場外持ち出し、
　　処分する。

１０．施肥例                        （10ａ当たり）
肥　料　名 施　肥　量 成　分　量
完熟たい肥 1，000㎏
ﾊﾟﾜｰｻﾎﾟｰﾄ 40kg
特栽242号 130kg N：15.6㎏ （施肥は畦内処理とする）

P：5.2㎏
K：2．6㎏
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